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宮本 達也
脳神経外科医長
より一言

　脳神経外科では、脳梗塞や脳出血などの頭部疾患だけでなく、頭痛、めまい、
腰痛、下肢のしびれ感・痛みなどで発症する腰椎症やもの忘れなどの認知症症
状にも対応しています。また、脳梗塞や脳出血の後遺症で手足に麻痺が残って
しまった方に起きる『痙縮(けいしゅく：筋肉が緊張しすぎて、手足が動きづらくな
ったり、勝手に動いてしまう状態のこと)』に対してのボツリヌス注射療法も行っ
ています。脳卒中の治療後で時間がたっている方でも、このような症状でお困
りの方は、一度ご相談ください。
　今後は「これくらいで受診していいのかな？」と思わず「とりあえず相談してみ
よう」と気軽に受診していただける脳外科外来を目指していきたいと考えます。

　有田市の桜の名所「ウエノ公園」で行われた大クリーン作戦に、当院スタッフ１２名
を含むさくらグループ(千徳会・守皓会)総勢４０名が参加しました。

●ウエノ公園大クリーン作戦(平成２９年３月１９日)

　当院婦人科では、子宮がん検診をはじめ、更年期や月経異常などの女性ホルモ
ンが関わる疾患等、思春期から熟年期・老年期まで年令に関係なく女性が抱く悩み
について対応し生涯にわたるトータルケアを目指しています。
 　女性の身体は複雑なので、ちょっとしたストレス等が原因でも異変が起こり、どこ
か悪いのでは…と気にされる方も多いと思います。病気なのかそうでないのか、き
ちんと知ることが一番安心できる方法ではないでしょうか？患者さんの状態に合わ
せて、その時々でサポートさせていただきます。
　どうぞお気軽にご相談ください。

　日赤和歌山医療センターの腎臓内科から東義人腎臓内科部長と杉谷盛太医師を講師にお招きし、近隣の
開業医の先生方や薬剤師の方を対象に、ＣＫＤ(Ｃｈｒｏｎｉｃ Ｋｉｄｎｅｙ Ｄｉｓｅａｓｅ：慢性腎臓病)患者さんの現状
や日赤和歌山医療センターにおける透析医療の現状、地域連携に向けての取り組みなどを紹介していただ
きました。
　ＣＫＤは健康保持にとって重大な脅威になっているにも関わらず、認知度は低いのが現状です。腎臓の機能が
１０％以下まで低下すると透析治療が必要になってきます。ＣＫＤは透析だけでなく心筋梗塞や脳卒中といった
心血管疾患の重大な危険因子にもなっています。
　ＣＫＤと一言で言っても、数十種類に分類されており、それぞれ治療法も異なります。当院は有田市唯一
の日本透析医学学会認定施設ですので、地域の中心となってＣＫＤ患者さんへ最良の医療を提供できるよ
うに努めていきたいと思います。　(於：桜ヶ丘病院会議室)

●有田地区ＣＫＤ対策学術講演会(平成２９年３月１４日)

　さくらグループ(千徳会・守皓会)の管理職を対象にし、平成２８年９月
から平成２９年４月にかけて８回にわたりコーチング研修を行いました。
　コーチング・コミュニケーションＢＬＯＯＭ代表の石本ゆり先生を講師
にお招きし、部下との信頼関係の構築やコミュニケーション、職場環境
の改善、良いチームを創るリーダーになるためポイントなど様々な内
容で講義していただきました。
　研修で学んだ内容を活かし、患者さんに喜んでいただける病院をス
タッフ一丸となって目指していきたいと思います。

●コーチング研修実施

　４月１日に平成２９年度の入社式を行い、新たに１８名の職員が入社しました。
また、３日間にわたる新入職員研修では医療人としての知識や倫理観・感染対策
など医療現場で働くにあたって必要な知識を学んでもらいました。
　これらを糧に今後の活躍を期待したいと思います。

●平成２９年度入社式・新入職員研修

　　　　　脳神経外科　診療日のお知らせ
毎週火曜日の脳神経外科外来は、３月より宮本達也医師が脳神経外科医長に着任されましたので、
診察日が月・火・木曜日に増えました。

【 診察日 】月・火・水・金
9：00～12：00

今井 秀彰　婦人科医長

婦人科外来 ・ がん検診

　地域の方々と共に枯葉やゴミを拾い、きれいになった公園を見ると清々しい気持ちになりました。
　今後もこのような活動に積極的に協力し、地域に寄り添える病院を目指していきたいと思います。
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